
ベストプラクティス企業への職場訪問について

群馬労働局（局長 加藤 博人）では、過重労働解消キャンペーン （11 月） において、令和５年 11月 27 日、

長時間労働の削減・荷待ち時間の解消等に積極的な取組を行うベストプラクティス企業として株式会社ボルテッ

クスセイグン（安中市原市 432 番地 代表取締役社長 武井 宏）を群馬運輸支局長と合同で訪問し、信越化学

工業株式会社群馬事業所（取引先企業（発荷主））を含め、意見交換を行いました。

加藤労働局長挨拶 鷲巣群馬運輸支局長挨拶

株式会社ボルテックスセイグン代表取締役社長 武井 宏 氏による取組内容の説明

意見交換の様子



完全無人トラックによる自動搬送システムの実演

自動搬送システムの説明を受ける加藤労働局長



左から

加藤労働局長

信越化学工業株式会社群馬事業所 業務部長 玉好 誠一郎 氏

株式会社ボルテックスセイグン 代表取締役社長 武井 宏 氏

鷲巣群馬運輸支局長

【取組内容の詳細】（別紙）

https://jsite.mhlw.go.jp/gunma-roudoukyoku/content/contents/001656179.pdf

